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 年度末皆様お忙しくしておられることと思います。はからずも恒例となりました

年度末ぎりぎり発行、遅くなりましたことをお詫び申し上げます。 

 さて、この間にクロスロード関係では大ニュースが2つありました。1つは、「ク

ロスロードのつどい in 神戸」が、1月23日の神戸新聞夕刊の1面トップを飾った

ことです。見出しは「災害想定ゲーム脚光：神戸発祥みんなで対策討論」というも

のですが、当日の写真とともに大々的に記事として掲載されました。 

 なんと！1月20日にアメリカ大統領に就任し、22日に国務省を訪問した記事を

押さえての堂々1面トップです。皆様も機会がありましたら、どうぞご一読くださ

い(事務局はコピーを保管しています)。 
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  高知県地震・防災課 

  小溝智子（漫画企画） 

オバマ大統領を押さえて1面トップ！ 

 クロスロード関係者大ニュースその2です。 

 2009年2月2日未明に浅間山が噴火しましたが、この噴火の瞬間を「まえちゃ

ねっと」（http://maechan.net/）のカメラがとらえていました。まえちゃんねっと

は、皆様ご存じの通り、クロスロード新聞やクロスロード資料共有システムをご提供

頂いているウェブサイトですが、その正体(?）をご存じない方もおありだったのでは

ないかと思います。 

 まえちゃんねっとを運営されている前嶋美紀（まえじまよしのり）さんによると、 

「噴火直後にメディア各社からの問い合わせが殺到、朝日、毎日、読売新聞等の１面

トップを飾り、数多くの新聞紙上で取り上げて頂きました。」とのことです。また

ムービー映像は民放各社に提供し、日本全国のニュース等で放送され、さらにＡＰ通

信社やヨーロピアン写真通信社等を経由して、全世界の数多くのメディアに配信され

ました。前嶋さんご自身もテレビ数社に出演され、お名前だけご存じだった方は「男

性だったの！?」と、びっくりされたかもしれません。 

 下は、その決定的な瞬間の1枚です。。これらの映像はまえちゃんねっとが運営する

防災支援サーバ（http://bousai.maechan.net/）でリアルタイムにWeb公開されて

いて、いつでもどなたでもご覧頂くことができます。また過去の映像もすべて蓄積し

公開されています。 

 この防災支援

サーバは、前嶋さ

んが「防災の観点

からインターネッ

トを通じて発信で

きる情報（デー

タ）を、提供して

います。」と銘売

打って非営利で運

営されている

Webサイトで

す。皆様も機会が

ありましたら、ど

うぞご一読くださ

い。 

まえちゃんねっと大活躍！ 

(写真提供 まえちゃんねっと） 
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ソナエーター(10)：新しいスタイルの防災ソナエーター 
「防災活動」は社会的に必要な活動であるとわかって

いても、「防災」という固い漢字２文字から難しく考え

すぎ、活動に一歩足を踏み入れにくく人が集まりにくい

という難点があります。「防災」とは、人と人とのつな

がりがあっての「防災」です。眉間にシワをよせて難し

い顔で講演会を開き難しい話、そして「拝聴します」と

いうような活動をしても、おそらくそこからは何も生ま

れないのではないでしょうか。シンポジュウムや講演会

の場であれば、１０分や２０分程度は耳を傾けるでしょ

う。しかし、平場でやればほとんどの人は寝ます。超一

流の防災の先生方であったとしても駅前で講演なんかで

やろうものなら「そんなもの聞きたくない！」と耳さえ

傾けてくれないのでは。しかし代わって「ペ・ヨンジュ

ン」が駅前で「みなさん、今日から防災はじめましょ

う」なんて言おうものなら『大阪のおばちゃん』の大半

が「防災はじめたい！」って思うでしょうね。防災を伝

える人にもあれだけの求心力があれば、あっという間に

地域防災力がアップするはずなのです。やはり防災を伝

えるのもある程度の「カリスマ性」や「したたかに伝え

る」隠された計画なども必要なのでしょうね。 

確かに現実に素晴らしい防災学や防災研究があります

が、それらがそのまま地域防災や自主防災には決してな

らないのです。なぜならば、防災の主役は我々一般市民

だからです。その人たちの心根に強く訴えなければ何も

変わらないし、何ものも生まれてこないのです。要する

に、みんなが楽しく心の底からワクワクするようなもの

を提供する。そこから地域コミュニティ、地域防災、自

主防災力などが生まれ育ってくるはずです。 

 そこで私たち（加古川グリーンシティ防災会）は「防

災」という言葉を前面に出さず、堅苦しくならないよう

に行事を行ない、参加者が「知らず知らずのうちに防災

に関わってしまっていた」と感じるようにし、強いまち

づくり、仲間づくりをすることに大成功しました。これ

が私たちの考える『防災戦略』です。 

 その防災戦略のひとつに矢守克也先生が推奨する『生

活防災』があります。私たちはその生活防災を実行して

いる自主防災組織なのです。 

防災意識は熱しやすく冷めやすいものです。一旦は高

まった災害への意識も、やがて潮が引くように薄らいで

しまいます。近年のようにいくら頻発すると言っても、

所詮、災害は非日常的な出来事だからなのです。しか

し、災害はまた忘れたころに確実にやって来るのです。 

 そんな災害にうまく

備える方法はないのか

と言うと「あるんで

す！」それは防災を日

常生活の延長線上に組

み込んでしまうことな

のです。 

 『生活防災』は「で

きることから」「関心

のあることから」はじめるだけでよいのです。そこで私た

ちは『町内チャンピオンマップ』を生み出しました。『町

内チャンピオンマップ』とは、災害時に自分が提供可能な

能力・サービスを事前に登録しておくというものです。 

 医療や看護の技術、救急救命士、重機の操作運転といっ

た防災に直結することはもちろん、水質検査技師、環境計

量士、昇降機検査士、調理師、危険物取扱者、電気工事技

師、電話工事技師、水設工事技師などの各種技能技術士、

それ以外にも、買い物や子守が得意、ゴミの分別うまい、

英会話得意、インターネットによる情報収集や発信など、

後方支援に関する登録などがなされています。 

 ここで重要なことは、登録者の多くは普段本人が普通に 

やっていることを登録しているということです。いわば普 

段の得意技を生かしているだけのことなのです。もっと

も、「だけのこと」が大切なことで「そんなことで良いな

ら、自分にも防災はできる！」と住民たちに思わせるとこ

ろが、「町内チャンピオンマップ」の思うツボなのです。 

 そして、私たちには自慢の『究極の生活防災』がありま

す。何かというと「大阪名物！イカ焼き」を炊き出しマ

シーンに選んだことです。防災用具として素晴らしい災害

用炊き出し高速炊飯器がありますが、はたして普段の生活

で使用することがあるのだろうか、また高速炊飯器で面白

く楽しいことが生み出せるのだろうか？それより「イカ焼

き機」ならみんなで楽しみながら炊き出し訓練ができま

す。粉もの好きの関西人「一家に一袋以上の小麦粉が絶対

にある」だったら普段使う分と余分にもう一袋買い置きす

るだけで「備蓄」になるのです。それを災害時に持ち寄れ

ば十分！また、「イカ焼き」は防災訓練だけに使うのでは

なく、「地域の夏まつり」「地域清掃」「年末もちつき大

会」など色々な場面で出没させます。すると自然に各家庭

で「うちの家も小麦粉余分に買っておこう」と備蓄が始ま

るのです。その上、驚くことに１００人分を炊き出すの

と、１００人前焼き終わるのがほとんど同時なのです。こ

のように防災を生活の延長線上に置くことで、防災が苦に

することなく継続できるのです。継続できれば、「不意の

災害に不断の用意」が自然と備わるのでしょうね。 

最後に『防災って本当に楽しいものなのですね』 

みなさんも是非したたかな仕掛けでワクワクするような

防災を実行してみませんか？ 

ホームページご覧ください。 

http://www.greencity.gr.jp/ 

インターネットラジオもやってます。お聞きくださいね！ 

(加古川グリーンシティ防災会 会長 

総務省消防庁 防災伝道師       大西賞典さん） 自慢の防災井戸(←）と、 

いか焼き(↑)!!! 


